
近年の農泊先進地で

見られる傾向と対策Ⅰ

〜特に学校教育旅行とインバウンドについて〜

令和6年3月

一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構 花垣紀之



“農泊（農林水産省）”のイメージ

①“農⼭漁村の活性化”と“所得向上”を図ること

②農⼭漁村への移住・定住も⾒据えた“関係人口の創出の入口”とすること

地域が得られる

利益を最⼤化

すること

農⼭漁村への

⻑時間の滞在

と消費を促す

“地域全体”の

集客力の向上
インバウンドの

取込みの拡大

Ⅰ．農泊のねらい



定住人口

1人分減少

年間消費額

130万円減少

国内日帰り旅行者７５人分

国内宿泊旅行者２３人分

情報の出典：観光庁

外国人旅行者８人分

円安の追い風

国が地方に農泊を勧める理由
（経済波及効果、帰国後の購買・再訪、移住定住まで）



画像：ホテル業界の人材不足解消のカギを握る「外国人労働者」（沖縄テレビ）2023/6/22

既に国内の観光を支えている“外国人人材”

～“留学→日本語習得→雇用”に至る方も～



Ⅱ．“受け入れたいお客様”の区別

滞在目的
個人旅行

日本人

交流

外国人

団体旅行

日本人

外国人

個人旅行

日本人

観光

外国人

団体旅行

日本人

外国人



□“家族”として接すること（“お客様扱い”をしない）

□１回当たり４名程度の人数（顔と名前を覚えられる人数）

□家や地域のお手伝いをしていただくこと（家事・家業体験）

“ホームステイ（民泊体験）”の場合

１．交流編

学校教育旅行（国内・国外） 国際交流（国内・国外）



家事・家業の手伝い（生活体験）

地域の日常≒宿泊者の非日常（興味・関心）



お客様と一緒に調理と食事（共同調理）

調理の
お手伝い

 

家族団らん

□メニューは家庭料理が基本です。
※栄養バランスに配慮できる“一汁三菜”(和食のメニュー構成)がお勧めです。

□旬・地場の食材をできる限り使用しましょう（食材も話題のネタに)。



メラビンの法則
～コミュニケーションの伝わり具合～

① 言葉（内容） ７％

② 話し方（音声） ３０％

③ 体現 ５５％

国際交流の場合も“身振り手ぶり”でかなり伝わる

～表情、身振り・手振りなどでゆっくり・繰り返すこと～

筆談の活用(漢字圏)

ただし、中国語の表記には注意！

台湾：“繁体字”、大陸：“簡体字”



音声翻訳アプリは“だいたい有効”

～Ｇoogｌｅ翻訳は日々進化している～



送り側 中核地域及びび周辺地域

受入
窓口
コーディ
ネーター

食事・移動等の手配

体験・指導者の手配

宿泊の手配

地域を所管する団体との緊急連絡体制
（医療機関・保健所・警察・消防・自治体等）

連携体制 緊急時 対応

学校

旅
行
会
社

地域ぐるみの受入窓口・緊急連絡体制の設置

【参考：ふるさとホームステイの受入地域団体の検索サイト】

子供の農山漁村体験支援サイト（内閣官房まち・ひと・しごと創生本部） 

URL https://furusato.jp/
 “ふ る さ と”

農家民宿を紹介・手配できる地域の窓口体制



近年見られる課題は“受入家庭先の確保”

都
市
部
の
大
規
模
校(

２
百
名
前
後
）

受
入
地
域
の
会
場(

入
村
式
・離
村
式
）

約50軒の確保は大変！
受入家庭

による送迎も
難しくなる傾向



都
市
部
の
大
規
模
校(

2
百
名
前
後
）

B方面：バス1台分（約40名）

A方面：バス1台分（約40名）

C方面：バス1台分（約40名）

D方面：バス1台分（約40名）

E方面：バス1台分（約40名）

対策１：広域地域による受入家庭の分散受入

指
定
場
所
か
ら
貸
切
バ
ス
に
分
散
乗
車

断らないで
受け入れ
られる！

これなら
軒数を確保
できる！

断らないで
受け入れ
られる！

これなら
軒数を確保
できる！

※

生
徒
一
斉
に
よ
る
入
村
式
・離
村
式
を
行
わ
な
い
学
校
も
あ
る



“福島県南会津町＋喜多方市”による超広域連携

（65.6㎞強）



“青森県南部町周辺＋浪岡町周辺”による超広域連携

（112㎞強）



集
団
宿
泊
（大
規
模
校
2
百
名
規
模
）

バス1台分（約40名）で

参加できる

見学・交流・体験の受入体制

対策２．集団宿泊先との連携（見学・交流・体験の提供）

バス1台分（約40名）で

参加できる

見学・交流・体験の受入体制

バス1台分（約40名）で

参加できる

見学・交流・体験の受入体制

バス1台分（約40名）で

参加できる

見学・交流・体験の受入体制

バス1台分（約40名）で

参加できる

見学・交流・体験の受入体制

都
市
部
の
大
規
模
校(

2
百
名
前
後
）



できる受入体制”の検討

学校教育旅行の受入体制

受入役

つなぎ
役

コーディ

ネーター

宿泊
（民泊、ホテル、旅館など）

見学・交流・体験

その他のサービス等

支援役
（自治体・観光協会・警察・消防・医療機関等）

相互に

情報交換の

機会を！

まずは

管内で希望者

・希望業者を

を探してみる

つなぎ役が

カバーできる

エリアから

着実に！

団体・部署間

で情報交換

の機会を！

（農観連携）

料金・

安全対策等

の調整を！

“広域・超広域”による

多様な滞在を図れる受入体制の創造を



【中学校】

コロナ禍による今後の影響・変化

体験内容・見学場所（複数回答可） 

出典：教育旅行年報「データブック２０２２」（公財）日本修学旅行協会



コロナ禍による今後の影響・変化

体験内容・見学場所（複数回答可） 

【高等学校】

出典：教育旅行年報「データブック２０２２」（公財）日本修学旅行協会



対策３：“探究的な学習”の現地学習のプログラム化

①課題の設定 ②情報収集 ③興味・関心

④現地入り⑤交流・対話⑥気づき

⑦振り返り
⑧解決策

の検討
⑨発表等

対話的な学び

主体的な学び

深い学び

事前学習

現地学習

事後学習

訪問地の課題

○○地域
では

教材・動画・ネット等の活用、講師派遣

自分ができることは？

訪問地の課題に関わる
人材へのインタビュー

【学校教育での取扱いは？】

□「新しい学習指導要領」の実施によって、各校で本活動を開始しています。

小学校：令和２年度～、中学校：令和３年度～、高等学校：令和４年度～（順次実施）

※注：対象は“国公立の小・中・高。“私立”では本要領に準じて取り組まれています。

□教科等としては「総合的な学習（探究）の時間」に位置付けられています。



なぜ長崎に

原爆が落と

されたのか

落とされて

どうなったのか

現在は

どうなって

いるのか

今後

どのように

すべきか
できることを

実践して

いきましょう！

事例：【平和学習×探究学習】長崎ＳＤＧｓ平和ワークショップの概要

学校での

事前学習で

画像の出展：長崎市公式観光サイト



生徒A：（畑を観て）すごいユズの産地ですね。

 ユズ農家B：だけど、このまま生産を続けられる

か心配なんだ。

 生徒A：どうしてですか？

 ユズ農家B：高齢者の農家が多いのに、継ぐ農家が少ないからだ。

 生徒A：それを解決するにはどうしたら良いと思いますか？

 ユズ農家B：もっと●●をしたら若い人が継いでくれるかもしれない。

 生徒A：もっと●●するようになれるためにはどうしたらいいだろう？

【シミュレーション】生徒による“ユズの生産農家”を探究する場合

①児童生徒と生産農家による対話（イメージ）

（※自身が思う解決策については言わない・言い過ぎないこと）



稼げること

労力削減

温暖化対策

募集の工夫

など

□良質なユズの生産（産地のブランド化）

□契約栽培（量販店・飲食店・宿泊施設等）

□ネットによる直販や輸入

□売り物にならないユズの活用（精油等）

□学園祭での販売等

②児童生徒が“解決策”を調べる・考える（イメージ）

□専門業者への委託

□パワースーツやドローンの活用

□トゲから身を守る衣服・眼鏡の開発等

□CO2使用量削減に向けた日常の取組み

□生産農家のインタビューを通じた魅力発信

□SNSでの募集情報の拡散協力等

例：もっと●●
解決策の検討例



画像：東日本大震災から３年後の講習

①候補者（例）

住民の有志（受入家庭等）、ガイド、タクシーの乗務員、行政職員、首長等

②注意点

注１：無理強いをしないこと（低いモチベーションの方→対話の際に悪影響）。

注２：一方通行の説明をしないこと・答えすぎないこと（双方向の対話）

画像：南三陸町観光協会の動画より

①“対話を担う人材”の確保



三重県による事前学習
ワークブック・動画の公開

学校では児童・生徒に“１人１端末”を提供

“オンライン”による震災語り部講話
（南三陸町観光協会）

② “事前学習”の情報提供
～訪問地に係る情報提供・教材・講師派遣など～

所要時間：60分

定員：なし

1団体1回
16,500円



事例：三重県による事前学習の教材づくり

①受入地域でのヒアリング

 □地域の魅力・課題の抽出

□動画に出演する人材等の抽出

②教材の制作

   □児童生徒向けのワークブック

   □地域の魅力・課題の紹介動画

   □教員向けの解説

③営業活動

（県内・近隣県の小中学校・旅行会社）

④県の公式サイトによる公開

参考：三重県｜農山漁村振興：農山漁村地域での教育旅行向け「事前学習プログラム」

https://www.pref.mie.lg.jp/NOZUKURI/HP/m0278100153.htm

注：制作する際、情報の裏付けや画像等を使用する権利の確認が欠かせません。



○○市町村の受入体制

①受入役

②つなぎ役

コーディネーター

宿泊（民泊）

他地域・他県の見学・交流・体験のサービス

移動・食事等
学

校

学校・旅行会社が“他地域・他県への手配”を行う例もあるが・・

他地域・他県の宿泊施設（民泊、ホテル・旅館等）

他地域・他県の移動・食事等のサービス

見学・交流・体験

旅
行
会
社

近隣の紹介



対策４：“受入家庭の確保”に向けた取組み（例）

□受入予定の決定（仮予約）

□各地区を廻って繰り返し説明（自治体職員の同行→信用度増）

□説明会の開催（参加の呼び掛け）

□受入経験者（→口コミ・候補者の紹介）

□高齢者・定年が近い年代の方(ご婦人は必ず)

□食育・生涯学習・市民協働・移住等の関係者

□ＪＡ婦人部・青年部、商工会

□小規模の宿泊施設等の経営者など

□受小規模宿泊施設への働きかけ（民宿・ペンション・民泊等）

□物価高騰に応じた料金値上げ

□自治体の広報誌・チラシ等による募集

□新聞等への掲載の働きかけ（信用度・関心度が高まる）

□食事・体験の講習会の開催（受講者への声掛け）

□“お試し受入”のお願い（例：地元の児童等・日帰り） 小規模旅館

Ｕターンした
受入家庭の子息

震災後の移住者



①日帰りによる“お試し受入れ”（事例：日本が話せる留学生）



②“受入再開説明会”の開催







対策５：“受入家庭が持つ不安感・負担感”の解消

□体験は「生活（家事・家業）体験」が基本であること（説明）

※農作業でなくても良く、家のお手伝いで構わないこと

□食事は「家庭料理」・「共同調理」が基本であること（説明）

※家庭料理を一緒につくって一緒に食べること（「旅館食」との違い）

□「お土産・観光案内禁止」の明確化

□「我が家でできる食事・体験メニュー表」の共有

※「受入家庭の格差解消」と「繁忙期・連泊」の対策にも

□「受入家庭が懇親・講習できる機会」を設け続けること

□受入家庭の集い→楽しい→続ける理由に

  □先輩と後輩で組み合わせたグループワーク

  →互いに相談できる関係づくりに

□料理等の講習会→後輩等を育成する機会に

 



夕食のメニュー 朝食のメニュー

①
主
食

【説明】穀類。
米、パンや麺類
など

①ごはん、おにぎり、栗ごはん、
赤飯、山菜ごはん、チャーハン

②混ぜごはん（季節の食
材利用）、ちらし寿司

①ごはん
②掛けごはん
（とろろ芋、卵）

③寿司、海苔巻き（野菜入り・キュウ
リ・玉子）、お稲荷さん

④めん類（ラーメン、ソバ、
ウドン、ソーメン等）

③雑穀ごはん
④カレーライス（加工品 
のルーを使用する場
 合、原材料を確認）

⑤餅（あんこ餅、納豆餅、黄粉餅等）
⑤パン
（トースト、ジャム）

②
お
か
ず

【説明】野菜、芋、
海藻、キノコ、豆
等によるおかず

①煮つけ ②煮物（根菜類）、おでん
①温野菜、サラダ、野菜

 の炒め物、煮びたし
②焼き魚

③天ぷら（野菜、アスパラ）
④つつみ揚げ（油あげ・も
ち・もやし・人参）

③海苔 ④納豆

⑤炒め物 ⑥野菜の素揚げ ⑤からし和え（水菜） ⑥漬物

⑦豆腐ステーキ、大根ステーキ ⑧酢の物（菊・大根・人参） ⑦茄子のぬたあえ ⑧えご

⑨くるみ和え（人参）、ごま和え（ほう
れん草）、マスタード和え（根菜類）

⑩じゃがいものキッシュ
⑨煮物（打豆・ごぼう・
人参・油あげ）

⑩大根ぼし煮付

⑪大根の切りずけ ⑫田楽、ねじりこんにゃく ⑪きんぴらごぼう ⑫胡麻和え

③
汁

【説明】味噌汁、
すまし汁、スープ
など

①味噌汁 ②こづゆ（昆布・しいたけ） ①味噌汁 ②こづゆ

③スープ（たまねぎ・いも・ベーコン） ④けんちん汁 ③トマト味スープ ④けんちん汁

④
そ
の
他

左列の①～③
以外のメニュー

①里芋をそのまま少しつぶして片栗
粉をまぶして揚げる（塩少々）

②日本茶 ①果物 ②日本茶

③ヨーグルト

受入家庭の皆さんで検討した食事のメニュー表（例）
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